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4-1 サスペンション
■ 仕様 

パネル
車  種 トラック バ ン バ ン ディアス

2WD 4WD 2WD 4WD 2WD 4WD 2WD 4WD 備  考 
項  目 

NA SC NA SC NA SC NA NA NA NA SC NA SC コ
イ

ル
ス
ブ
リ
ン
グ

ばね定数
N/mm 40 43 43 27 (4.1) 43 27 サ

ス
ペ

ン
シ

ョ
ン

仕
様

フ (kg/mm) (4.4) (4.4) (2.8) (4.4) (2.8) ロ
ン

ス
ト
ラ
ッ
ト

減衰力
N(kg) 0.3 
伸び/ 1600/400(163/41) m/s 

縮み

ト

ス
タ

ビ
ラ
イ
ザ
ー

型 式 トーショ トーショ
ンバー式 ンバー式

外径 (mm) φ20 φ20 コ
イ

ル
ス

プ
リ

ン
グ

ばね定数
61 Aタイプ N/mm 61 45 61 45 

(kg/mm) (6.2) (6.2) (4.6) (6.2) (4.6) 
リ シ

ョ
ッ

ク
ア

ブ
シ

ー
バ

ー

減衰力 H 

4 N (kg) 0.3 ~ 1200/450(122/46) 伸び/ m/s 
縮み

Bタイプ 

<
2

.- 

高さH(mm) 70 65.5 
形状 Aタイプ Bタイプ 
キャンバー

左右差(deg) 0°±45° 
45 以内 

キャスター (5°05') (5°30') (deg) 
トーイン

フ (mm) 0°±3 

サイド 41 ロ スリップ 0°±4 
mm/m 

ン
 
ト
 

12" ア
 
ラ

 

331+μ2 左右差地
 
上
 
高
 
㎞
 

バイアス 329±½ 329±12 (5.00-12) 10mm以内 

12" 
ラジアル 316±32 315±22 315±12 314+12 (145R12) 

イ 12" 
ラジアル 319±2 (155/80R12) 

mmm メ
キャンバー 0°50'±45" 左右差(deg) 0°50±4 

45'以内 
ン トーイン

0±3 (mm) 
サイドト
スリップ (0±5) 

リ mm/m 

12" 
左右差地

上
高

バイアス 299±12 296+12 291+22 ヤ 10mm以内 (5.00-12) 
12" 
ラジアル 284+22 282+22 277±ü 276±22 (145R12) 
12" (mm) 
ラジアル 281+12 (155/80R12) 
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サスペンション ーー 整備作業準備品 

■整備作業準備品 

区  分 工具番号 名     称 用     途 
922640000 キャンバーゲージアダプター キャンバー角,キャスター角点検 

ST 926110000 コイルスプリングコンプレッサー ストラットの分解,組立て 

28099PA100 ドライブシャフトリムーバー ドライブシャフト外し

キャンバー·キャスターゲージ キャンバー角,キャスター角点検 

サイドスリップテスター サイドスリップ測定
計  器 

ターニングラジアスゲージ 転舵角測定

トーインゲージ トーイン測定

油脂·その他 グリース NOKSEALUBS4 Oリング用グリース 

33 

{{ 
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サスペンション ー 車上点検 
■車上点検 2.リヤ側 
(1)地上高 

トレーリングアーム外側(タイヤ側)の取付けボ 
<点検前の準備> 

ルトの頭部中心~タイヤ接地面(地上)までの高 
1.燃料タンクは満タンにし,かつスペアタイヤ,車 さ(H2)を測定する。 

載工具,ジャッキ等を外して,空車状態にする。 

2.タイヤの空気圧を点検,調整する。 基準値(H2) (mm) 
3.ハンドブレーキを解除して,ギヤをニュートラル 

車種 パネル「N」にする。 トラック バ ン ディアス
タイヤ バ ン 

4.ハンドルを直進状態にする。 
12" 

5.車両を上下に揺すりながら押して2~3m前後進 
バイアス 299±½ 296±12 させる。 291+22 
(5.00-12) 

<点検> 12" 
1.フロント側 ラジアル 284±22 282#2 277+24 276+24 

フロントクスロメンバー取付ボルト頭部下面~タ (145R12) 

イヤ接地面(地上)までの高さ(H1)を測定する。 12" 
一 ラジアル 281+ 

基準値(H1) (mm) (155/80R12) 
車種 パネル 左右差:10mm以内 

トラック バ ン ディアスバ  ン タイヤ

12" 
バイアス 331+ 329± 329± . 

(5.00-12) 

12" 
ラジアル 316± 315±32 315±12 314±22 41 (145R12) 

12" 
ラジアル 319±2 
(155/80R12) 
左右差:10mm以内 

H2 

1 

ストラットコイル

スプリング

クロスメンバー

TC0096P 

参考
F 

ホイールアライメントの点検は,「地上高」→「キ 

ャンバー角」→「トイーン」→「キャスター角」→ 

「スラスト角」→「ホイール転舵角」→「サイドス 

リップ」の順に行う。

ボルト頭部 H1 

TC0095P 
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サスペンション ―― 車上点検 
(2)フロントトーインの点検·調整 注意
<点検> 

必ず前進方向にタイヤをまわす。
トーインゲージを用いて,トーを点検する。 

トーイン 7.トーゲージをマークに合せ,トーを測定する。 0±3mm (法定空車時) 

<調整> 
(3)リヤトーインの点検·調整 

1.タイロッドのロックナットをゆるめる。 <点検> 

トーイン 0±3mm (法定空車時) 

<調整> 

1.トレーリングアームインナー側の取付部(カムワ 

ッシャー部)のナットをゆるめる。 

2.反対側のボルト頭部を回して,トーが基準値にな □ 

るよう調整する。ETG
 

TC0097P 

2.タイロッドを回して、トーが基準値となるように 

調整する。

3.タイロッドのロックナットを締め付ける。 
T 69±10N.m〔7.0±1.0kg.m〕 

注意

●左右輪は均一に調整すること。 

●調整後,左右のホイール転舵角が規格内にあるか点検 

すること。 OUTに変化 INに変化 

マーク

(タイヤ後側) トーゲージ

トー角調整用カム
(1目盛で約0°05' 
変化) ~ 

車体を前進
TC0099P 

注意

TC0098P ●カムワッシャーの目盛に向かって、左輪では,目盛 

が左回りでインとなり,右輪では右回りでインとな 
<点検要領> る。(図は右輪を示す。) 

トーインの点検は4輪アライメントテスターまたは ●1目盛の調整量は1~2mmである。 
下記方法で行うこと。 ●両輪共,目盛りの位置は,なるべく同じ所にする。 

1.タイヤの空気圧を点検する。 

2.ハンドブレーキは解除する。 3.ボルト頭部を押さえ(固定して)セルフロックナ 
3.車体をゆすりながら,前進方向に約1m動かし, ットを回して,締め付ける。 

ブッシュのたわみを取り除く。 T 60±10N·m〔6.0±1.0kg·m〕 
4.ホイール軸の中心高さで,タイヤ中央部にマーク 

を付ける。(マークはタイヤの後側に付けること) 

5.トーゲージをマークに合わせる。 

6.車体を前進させて,タイヤを180°まわす。 
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サスペンション ― 車上点検 

(4)キャンバー,キャスターの点検·調整 (5)スラスト角の点検·調整 
<点検> <点検> 
1.車両を水平な場所に置く。 

スラスト角基準値 ±30'以下 2.タイヤの空気圧を点検する。 

3.ハンドルを直進状態にする。 スラスト角を直接計測できないときは,以下の方法 
4.キャスター点検の場合は,ターニングラジアスゲー でスラスト角を算出する。

ジをタイヤの下にセットする。 1.平坦な場所に車を置く。 

2.3~4m直進させる。 
注意

3.前軸,後軸それぞれの軌跡中心を描く。 
●ゲージの中心にタイヤが直進状態で乗っていること。 4.前軸軌跡中心と後軸軌跡中心の差(L)を測る。 
●ターニングラジアスゲージと同じ高さの台に後輪を 参考

乗せ,タイヤの接地高さを揃える。 L≦16mmのときスラスト角は,30'以下。 

5.特殊工具·キャンバーゲージアダプターをホイー 

ルに取り付けてから,キャンバー・キャスター・ 
0 

三
重

キングピンゲージをセットし,キャンバー角,キ 前軸軌跡中心

ャスター角を点検する。
後軸軌跡中心ST) 922640000 キャンバーゲージアダプター 1.21 

基準値

#
#

  

#
#

#
 

区 分 車  種 フロント リ  ヤ 

キャンバー角 トラック TC0101P 
0°±45' 0°50'±45' (deg) パネルバン

<調整> 
バン

0°±45' Q-0990 リヤ左右輪のトー角調整用アジャストボルトを同じ方ディアス

向に同じ量だけ回転させ,スラスト角の調整を行う。 キャスター角 トラック
5°05' 参考(deg) パネルバン

• 例えば右輪をトーイン方向に調整したら,左輪は同 
バン

(参考値) 5°30' じ量だけトーアウト方向に調整する。ディアス

●左右輪のアジャストボルトを同じ方向に1目盛回転 
キャンバー角左右差:45以内 

するとスラスト角は約10'(L=4.5mm)変化する。 
- ●スラスト角について 

スラスト角とは後左右輪のトー角の平均値と車体のキャンバー

キャンバー· ゲージ
前後中心軸とのなす角度で,車はスラスト角の方向 

キャスター アダプター
へ直進する。逆にいえば,スラスト角の大きさだけ キングピン

ゲージ 車はカニ走りすることになる。

下図のスラスト角を正とすると
ターニング

ラジアス スラスト角:γ= 
α- β 

ゲージ 2 

(αとβはトーインの場合正とする) 

TC0100P 
前方

↑ 

車体前後 車体中心軸

3.キャンバー角,キャスター角が基準値を外れてい スラスト軸 中心軸

スラスト角
スラスト角

る場合は,ボディのサスペンション取付部,クロ 
4 

: y 

スメンバー,フロントアームASSY, トレーリン 

グアーム等の関連部品を点検し,変形や損傷のあ 

る場合は該当部の修正または交換する。 β 
右後輪

金

1
0

0
 左後輪

α. 
トー角

トー角 TC0102P 
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サスペンション ー 車上点検 

(6)ホイール切れ角の点検·調整 (7)サイドスリップの点検 
<点検> 1m前進した時のサイドスリップ量を測定する。 
1.ターニングラジアスゲージに車両をのせる。 

2.ブレーキペダルを踏んだ状態で,ハンドルを左右 サイドスリップ基準値 (mm/m) 
いっぱいまで操舵した時の角度を測定する。

フロント 0±4 
ホイール切れ角 内 輪 37°30'+120 リヤ (0±5) 
(転 舵 角) 外 輪 31°36'±1°30 -2°30° 

( )内は参考値 

フロントサイドスリップが基準値内に入っていない

場合は,トーインを点検,調整する。 

参考
ダーニング

リヤのサイドスリップは,リヤのトーインが規格内 ラジアス

ゲージ に入っていれば,基準値を外れていても調整は不要 

です。

TC0103P 

<調整> 

1.タイロットのロックナットをゆるめる。 

1m 

0
0

 

サイドスリップテスタ TC0104P 

0 

TC0097P 

mm 

2.タイロットを回して調整する。 

注意

ホイール切れ角調整後,トーインの点検および調整 

を行うこと。

3.ロックナットを締め付ける。 

T 69±10N.m〔7.0±1.0kg.m〕 
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サスペンション ー 構成部品 
■構成部品 

(1)フロントサスペンション 

締付トルク [T N-m [kg-m〕 

T 65±5〔6.6±0.5〕 ☆印のセルフロックナットは 

必ず新品を使用すること。

☆ 

45±5〔4.6±0.5〕 T 

ストラットマウント
ヘルパー

ベアリング (ユ) 

目

スプリングシート

ストラット
- ダストカバー

ハウジングコイルスプリングー.2. 

1 66±7〔6.7±0.7〕 

C 

クロスメンバー T 58±12〔5.9±1.2〕 
120±15〔12.2±1.5〕 

ハウジング

スタビライザー 0 

ブラケットRH 0 

200333333 0 

アーム
2 

ブラケット

絶対にゆるめ☆ 

62±12 たり,外した 

〔6.3±1.2〕 りしないこと
30±5 

スタビライザー〔3.0±0.5〕 
ブラケットLH 

ブッシュ
0 

80±10〔8.2±1.0〕 
フロント

90±10〔9.2±1.0〕 アーム T 

クランプ ASSY 
T 40 〔4.1〕 

☆ 
30±5〔3.0±0.5〕 T1 45±6〔4.6±0.6〕 (+)60°以内の増締 

スタビライザー
☆ 

リンクスタビライザー 30±5〔3.0±0.5〕 
(ディアスSC車のみ) 

T 

TC0105P 
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サスペンション ー 構成部品 

(2)リヤサスペンション 

締付トルク | N-m (kg・m) 

☆印のセルフロックナットは 

必ず新品を使用すること。

T 90±20〔9.2±2.0〕 

ラバーシート

ヘルパー

T 80±10〔8.2±10〕 

ショックアブゾーバー
コイルスプリング

☆ 

50±5〔5.1±0.5〕 

J.B 

- 

☆ 
T 60±10〔6.1±1.0〕 

トレーリングアーム

☆ 

T 80±10〔8.2±1.0〕 

TC0106P 
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サスペンション ー 整備要領 

■ 整備要領 

(1)フロントストラット 

<取外し> 

1.車両をリフトにセットし,ハンドブレーキを引く。 

2.ホイールナットを外し,ホイールを取り外す。 
T| 88±10N·m[9.0±1.0kg·m〕 

3.ABSセンサーハーネス取付けボルトを外す。 
(ABS付車) 

T 7.5±2N.m〔0.75±0.2kg.m〕 TC0109P 

<分解> 

1.特殊工具(または市販工具)コイルスプリングコ 

ンプレッサーを使用して,コイルスプリングを圧 

縮する。

ST) 926110000 コイルスプリングコンプレッサー 

注意

スプリングシートとスプリングが分離するまで圧縮
TC0107P する。

4.取付ボルトを外し,ブレーキホースをブラケット 

と一緒に取り外す。

T 7.5±2N.m〔0.75±0.2kg·m〕 コイルスプリング

5.ストラットとハウジングとの結合ボルトを外す。 コンプレッサー

T 66±7N·m〔6.7±0.7kg·m〕 

ストラット
10 D 

TC0110P 

ハウジング

2.キャップを取り外す。 
m 3.ストラットのロッドをヘキサゴレンチで固定して, 

メガネレンチでセルフロックナットを外す。

T 65±5N·m〔6.6±0.5kg.m〕 
TC0108P 

6.ハウジングを押し下げて,ストラットを引き抜く。 

注意

·スタビライザーとリンクとの結合ボルトを外してお 

く。(ディアスSC車) 

• タイヤを直進状態にして,ストラットを引き抜く。 

7.車室内のキャップを外してから,ストラットマウ TC0111P 

ント取付けナット(2か所)を外し,徐々にスト 

ラットASSYを取り外す。 

T 45±5N.m〔4.6±0.5kgm〕 
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サスペンション ー 整備要領 
4.マウント部の部品を取り外す。 5.ダストカバーの損傷,亀裂。 
5.スプリングシートアッパー、ダストカバー等を取 6.コイルスプリングのへたり,損傷。 

り外す。

6.コイルスプリングコンプレッサーの圧力を徐々に 注意

ゆるめ,コイルスプリングを取り外す。 ●へたりの有無は,前記「車上点検」のサス地上高点 
7.ヘルパーを取り外す。 検結果より判断する。

<点検> <組立><取付け> 

下記項目について点検し,異常のある場合は,交換 取外しおよび分解の逆手順で行う。
する。

1.ストラットの点検 注意
1)オイル漏れがないか点検する。 ● ピストンロッド部に傷を付けないこと。 
2)ピストンロッドを上下に作動させた時にひっかか ●コイルスプリング下側端面とスプリングシートロア 

りがないか点検する。 を合わせること。

3)ピストンロッドのがた点検 ·ブレーキホース,ABSセンサーハーネス(ABS付 
アウターシェルを固定し,ロッドをいっぱいまで 車)を傷つけないこと。 

引伸ばした状態で,ロッドのねじ部にばね秤など ·ハウジングにストラットを組み付ける時,ストラッ 
で±20N(±2.0kg)の荷重をかけた時の振幅 ト側のブラケットとハウジング側の凸部との位置を
(がた)をダイヤルゲージで計測する。 合わせること。

がた限度(mm) 0.8以下 

ダイヤルゲージ
0 

2kg 
2kg 

-10mm 

アウターシェル固定 TO0183P 

TC0112P 

--- 
2.ストラットマウントの変形,損傷およびラバーの 

劣化,損傷。 

3.スラストベアリングの摩耗,損傷。 

4.ヘルパーのへたり,亀裂。 

76 土6 

TC0113P 
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サスペンションーー整備要領
(2)フロントアームASSY 

5.フロントアームASSYフロントブッシュ部の取付 
<取外し> けナットを外す。
1.車両をリフトアップし,フロント側のアンダーカ 

バーを外す。 注意

●ボルトは差し込んで置く。 

(1) 

TC0114P フロントアーム

TC0117P 

2. フロントドライブシャフトを外す。(4WD車) 
333 

作業手順は整備解説書(上)の「動力伝達シス 

1
)
 

6.フロントアームASSYのリヤブッシュ部取付けボ 
テム」を参照して下さい。 ルト(中央部)を外してから,ブラケットアーム 

3.ボルトを外し,フロントアームASSYからスタビ 取付けボルト(右左)を外す。 
ライザーリンクを外す。(ディアスSC車) 

フロントアーム

TC0118P 
スタビライザーリンク TC0115P 

7.フロントアームASSYフロントブッシュ部のボル 
4.ボルトを外し,フロントアームASSYのボールジ 一 トを外し,フロントアームASSYを取り外す。 

ョイント部をハウジングから分離する。

注意

·フロントアームASSYのボルト(2本)は,絶対に 

ゆるめたり,外したりしないこと。 

●万一,ゆるめたり,外したりした場合は,フロント 

アームASSYを新品と交換する。 

このボルト,ナットは 
絶対にゆるめたり, 

TC0116P 外したりしないこと

TC0119P 
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サスペンション ー 整備要領 

8.フロントアームASSYからコッターピン,キャッス <取付け> 

ルナットを外して,ボールジョイントを取り外す。 1.ボールジョイントをフロントアームASSYに取り 

付ける。
注意 T 40N·m〔4.0kg·m〕 
·コッターピンは,再使用不可。 

·フロントブッシュおよびリヤブッシュの分解は禁止。 注意

●コッターピンは新品を使用する。 
<点検> ●キャッスルナットは,規定トルクで締め付けた後, 

下記項目について点検し,異常のある場合は交換する。 60°以内の増締めでコッターピンの穴合わせを行う。 
1.フロントおよびリヤブッシュの摩耗,損傷,亀裂。 ●コッターピンは,イカリ形に折り曲げる。 

注意 2.フロントアームASSYのフロントブッシュ側をフロン 
• フロントまたはリヤブッシュに異常がある場合は, トクロスメンバーに取り付け,ボルト,ナットで仮 
フロントアームASSYを交換する。 締めしておく。

2.ボールジョイントブーツ部の亀裂,損傷。 注意

3.ボールジョイントスタッド部の損傷,変形。 ナットは新品を使用する。 } 

4.ボールジョイントソケット部の変形,損傷。 

5.ボールジョイントの作動不円滑およびリフト量の 

異常。

〔リフト量の点検方法〕

ソケットを万力等で布を介して軽く固定し,ねじ 

部にナットを取り付けてがた量(リフト量)を計 

測する。

限度値 ±0.4mm フロントアーム
TC0121P 

3.リヤブッシュ部をブラケットアームと共に取り付 

け,ボルト(3本)を仮締めしておく。 

注意
mm 

ボルトを再使用する場合は,中央のボルトのみねじ 

部にオイルを塗布すること。

TC0120P 

TC0122P 

4.ブラケットアームの取付けボルト(上図,左右) 

を締め付ける。

T 80±10N.m〔8.2±1.0kg.m〕 

4-14 

- 



サスペンション ー 整備要領 

5.フロントアームASSYのボールジョイント部をハ 

ウジングに組付け.ボルトで締め付ける。 

T 58±12N.m〔5.9±1.2kg.m〕 

注意

ボールジョイントのブーツを傷付けないこと。

TC0116P 
~ 

6.フロントアームASSYのリヤブッシュ側のボルト 

(中央)を締め付ける。 

T 90±10N·m〔9.2±1.0kg·m〕 

7.フロントアームASSYのフロントブッシュ側のナ 

ットを締め付ける。

T 62±12N.m〔6.3±1.2kg-m〕 

8.スタビライザーリンクをフロントアームASSYに 

取り付け,車両を接地させ,空車姿勢にしてナッ 

トを締め付ける。(ディアスSC車) 
T 30±5N.m〔3.0±0.5kg-m〕 

注意

●ナットは新品を使用する。 一

·タイヤを外している場合は取り付ける。 

9.フロントドライブシャフトを取り付ける。(4WD 
車) 

作業手順は整備解説書(上)「動力伝達システ 1 ム」を参照して下さい。

10. フロント側のアンダーカバーを取り付ける。 
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サスペンション ー 整備要領 
(3)フロントスタビライザー(ディアスSC車のみ) 4.スタビライザーからクランプ,ブッシュおよびリ 
<取外し> ンクを外す。

1.車両をリフトアップし,フロント側のアンダーカ T 45±6N.m〔4.6±0.6kg.m〕 
バーを取り外す。

注意

ナットは新品を使用する。

A 

TC0114P 

2.フロントアームASSYからスタビライザーリンク TC0124P 

を外す。(左右共) ~{ 

T 30±5N.m〔3.0±0.5kg.m〕 <点検> 

次の項目について点検し,損傷のある場合は交換する。 
注意 1.スタビライザークランプのラバーブッシュの亀裂. 
ナットは新品を使用する。 損傷,へたり。 

2.スタビライザーリンクの損傷.変形,亀裂。 

<取付け> 

取付けは取外しの逆手順で行う。

注意

●空車相当状態にして組み付ける。 

·ナットは新品を使用する。 

スタビライザーリンク TC0115P 

~ 
3.スタビライザークランプの取付けボルト(左右共) 

を外し,スタビライザーASSYを取り外す。 
T 30±5N·m〔3.0±0.5kg.m〕 

クランプ

スタビライザー TC0123P 
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サスペンション ー 整備要領 
(4)フロントクロスメンバー 

<取外し> 

1.車両をリフトアップし,アンダーカバーを外す。 Д 

2.フロントアームASSYを取り外す。 

作業要領は前項の(2)フロントアームASSY 
を参照して下さい。

3.フロントデファレンシャルの下部にミッションジ 

ャッキをセットする。

TC0127P 

6.フロントクロスメンバー取り付けているラジエー 

ターブラケットの取付けボルトを外す。

フロント

デファレン
シャル

TC0125P 

4.フロントクロスメンバーとステアリングのセンター 

レバー結合部のコッターピン,キャップ,ナットを 
外す。 TC0128P 

T 44±10N.m〔4.5±1.0kg·m〕 

7.フロントクロスメンバーとフレームとの結合ボル 
注意

ト(左右各2本)を外し,クロスメンバーを取り 
●コッターピンは再使用不可。 外す。
●ナット締め付けは,規定トルクで締め付け後60° T 120±15N·m〔12.2±1.5kg·m〕 
以内の増し締めでコッターピンの穴合せを行なう。

注意

クロスメンバー左側上部のアース端子を外してお( 

く。
200000 

C 

フロント

クロスメンバー センターレバー

TC0126P 

5.フロントクロスメンバーとフロントデファレンシ 
フロントクロス

ャル取付けブラケットとの結合ボルト(左右2か メンバー TC0129P 
所)を外す。(4WD車) 

T 58±10N·m〔5.9±1.0kg·m〕 <点検> 

主にクロスメンバーのブラケット部を点検し,損傷 

変形,亀裂などのある場合は交換する。 

<取付け> 

取付けは取外しの逆手順で行う。
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サスペンション ー 整備要領 

(5)リヤショックアブゾーバー 3)特殊工具·ドライブシャフトリムーバーまたは市 
<取外し> 販品のバール(3AT,LH側)を使用して,リヤド 

タイヤをジャッキなどでささえ上げて,取付けボル ライブシャフトをトランスミッションより外す。

トを外し、ショックアブソーバーを取り外す。 ST 28099PA100 ドライブシャフトリムーバー 

上側(ボルト):T 80±10N·m〔8.2±1.0kg·m〕 

下側(ナット):T 50±5N.m〔5.1±0.5kg·m〕 

注意

ジャッキはタイヤから外さないこと。

◎ 

④ (6) (6) 中
TC0133P 

<点検> D 

下記項目について異常のある場合は交換する。
ー

1.ラバーブッシュの変形,損傷。 

TC0130P 2.ショックアブソーバーの作動不円滑。 

3.ショックアブソーバーの最大長,最小限の不良。 

4.ショックアブソーバーの損傷,オイル漏れ。 

5.ピストンロッドを上下に作動させた時にひっかか 

りがないか。

注意

オイル漏れの判定基準は,下図において,ℓ<L/3 

の時にオイル漏れと判断する。

TC0131P 

<注記> L 
ジャッキなどでタイヤをささえない場合は,先にア 

ンダーカバー,ダイヤゴナルメンバー,リヤドライ 
l 

ブシャフトを外してから,ショックアブソーバーを 

外すこと。

1)リヤ側のアンダーカバーを外す。 

2)ダイアゴナルメンバーを外す。 TC0134P 

<取付け> 
11 

取付けは,取外しの逆手順で行う。 

注意

ナットおよびドライブシャフトのサークリップは新

品を使用すること。
a 

TC0132P 
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サスペンション ーー 整備要領 

(6)コイルスプリング,ヘルパー(リヤ) <注記> 

<取外し> 上記1.〜4.項は前記「ショックアブソーバー」 
1.車両をリフトアップし,アンダーカバーを外す。 と同じ作業要領です。

5.トレーリングアーム部のブレーキパイプおよび 

ABSセンサー,ハーネス(ABS付車)をブラケ 
◎ ットごと取り外す。

0 
中

◎ 

TC0135P 

2.ダイアゴナルメンバーを取り外す。 

(1) 
0 TC0136P 

Φ 

6.ジャッキでささえているタイヤを下げることによ 

り,トレーリングアームを最下端まで下げ,コイ 

ルスプリングをラバーシートと共に取り外す。

7.ヘルパーを取り外す。 
9 7 90±20N.m〔9.2±2.0kg.m〕 

TC0132P <点検> 

1.コイルスプリングの損傷,へたりを点検する。 
3.特殊工具·ドライブシャフトリムーバーまたは市 <注記> 

販品のバールを使用して,リヤドライブシャフト へたりは「車上点検」のサス地上高点検より判断する。
をトランスミッション側から外す。 2.ラバーシートの損傷,亀裂を点検する。 

ST 28099PA100 ドライブシャフトリムーバー 3.ヘルパー亀裂,へたりを点検する。 

一

70±1 65.5±1 
(mm) (mm) 

6 4 (2) . 

KC0133P TC0137P 

4.ジャッキなどでタイヤをささえ上げて、取付けボ <取付け> 

ルトを外し,ショックアブソーバーを取り外す。 取付けは取外しの逆手順で行う。
上側(ボルト):T 80±10N.m〔8.2±1.0kg·m〕 

注意
下側(ナット): T 50±5N·m〔5.1±0.5kg·m〕 

• コイルスプリングは下側の端末とトレーリングアー 

ム座面とを合わせながら取り付ける。

• セルフロックナット,ドライブシャフトのサークリ 

ップは新品を使用する。

4-19 



サスペンション ー 整備要領 
(7) トレーリングアーム 

<取外し> 

1.車両をリフトにセットし,リヤ側のタイヤを外す。 

2. リヤブレーキASSYを取り外す。 

作業要領は4-3「リヤブレーキ」の項を参照 
一して下さい。

3.アンダーカバー,ダイヤゴナルメンバーを取り外す。 

(前項の「ショックアブソーバー」を参照) 0 

4.トレーリングアーム上のブレーキパイプ,パーキ TC0139P 

ングブレーキケーブルおよびABSセンサーハーネ 

ス(ABS付車)をブラケットと一緒に取り外す。 <注記> 

●トレーリングアームからドライブシャフトの取外 

しは,トレーリングアームやアクスルのベアリン 

グ,オイルシールを交換する場合以外は行わない 

こと。

• 上記部品交換のため,脱着する場合の作業要領は, 

整備解説書(上)「動力伝達システム」リヤアク 
~ 

スルの項を参照して下さい。

<点検> 
0 TC0136P 次の項目について点検し,異常のある場合は交換する。 

1.クロスメンバーとの取付部ブッシュの摩耗,損傷。 
5.リヤドライブシャフトをトランスミッション側か 2.ショックアブソーバー取付部の損傷,変形。 

ら外す。 3.コイルスプリング接合面の摩耗,損傷。 
(前項の「ショックアブソーバー」を参照) 4.トレーリングアーム本体の亀裂,損傷。 

6.トレーリングアームをジャッキ等でささえ上げ. 

取付けボルトを外し,ショックアブソーバーを取 <取付け> 

り外す。 1.トレーリングアームをクロスメンバーに取り付け, 
7.トレーリングアームの取付けボルト(2本)を外 ボルト(2本)を仮締めする。 

し,ジャッキを少しづつ下げながらトレーリング 2.ラバーシートをコイルスプリングにセットし,ト 
アームを取り外す。 レーリングアームとシャシーフレーム間に装着する。

- 
注意 注意

コイルスプリングとラバーシートも同時に外れるの トレーリングアームはジャッキ等でささえておく。
で落としたり,傷付けたりしないよう注意すること。 

3.トレーリングアームのクロスメンバー側ナットを 

締め付ける。

外側ナット:T 80±10N·m〔8.2±1.0kg.m〕 

(タイヤ側) 

内側ナット:T 60±10N·m〔6.1±1.0kg·m〕 

4.トレーリングアームをジャッキで上げて,ショッ 

クアブソーバーを取り付ける。

上側(ボルト): T 80±10N·m〔8.2±1.0kg·m〕 

下側(ナット): T 50±5N.m〔5.1±0.5kg.m〕 TC0138P 

注意

取付けボルトの締付けは,ジャッキを外し,車両を 

空車姿勢にして行う。
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サスペンション ー 整備要領 

5.リヤドライブシャフトをトランスミッションに挿 

入,取り付ける。 

6.アンダーカバー,ダイヤゴナルメンバーを取り付 
ける。

7.ブレーキパイプ.パーキングブレーキケーブルお 

よびABSセンサーハーネス(ABS付車)のブラ 

ケットをトレーリングアームに取り付ける。

8.リヤブレーキASSYを取り付ける。 

(4-3「ブレーキ」の項を参照して下さい。) 

9.リヤ側のタイヤを取り付ける。 

T 88±10N·m〔9.0±1.0kg·m〕 

注意

●取付け終了後,ブレーキのエア抜きを行うこと。 

(4-3「ブレーキ」の項を参照して下さい。) 

●トーインを点検,調整する。 
11 

●セルフロックナット,ドライブシャフトのサークリ 

ップは新品を使用すること。

}{3 
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4-2 ステアリング

■ 仕様 

種  類 マニュアル 電動式パワー
備  考 

項  目 ステアリング ステアリング

転舵角
種    類 エアバック付ステアリングホイール(全車) 

ステアリング 外輪 内輪

ホイール 外径(mm) φ370 
最大回転数 4.3 4.0 

型 式 ラック&ピニオン 
ギ    ヤ 

総合ギヤ比 23 21 
ボックス

使用グリース 協同油脂ワンルーバーSG#5073 ----- (非分解のため) 

内 輪 (deg) 37°30 = 
転  舵  角 

外 輪(deg) 81°36't 3.3 

車両最小回転半径(m) 3.9 

(パワーステアリング) (マニュアルステアリング) 

ダブルカルダン
3 

ジョイント

ベローズ

ECU 

ギヤボックス ギヤボックス

TC0140P 
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ステアリングーー主な故障現象
■ 主な故障現象 

(1)ステアリングの故障原因と点検 
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ステアリング ー 主な故障現象 

(2)電動パワーステアリング 

〔故障時のバックアップ機能〕

1.フェイルセーフ機能 

パワーステアリングシステム内および車両に異常(ステアリング制御に関する異常)が発生した時は,各監視 

内容とフェイル内容に応じた制御の方法で,安全かつ速やかにモーター電流をOFFします。OFFになった状態 

ではパワーステアリングは作動せず通常のマニュアルステアリングと同じ状態になります。

2.セルフダイアグノーシス(自己診断機能) 

電子制御系の故障発生時は,故障モードを記憶するセルフダイアグノーシス(自己診断機能)を備えています。 

スバルセレクトモニターまたは,コンビネーションメーター内のSTEERING警告灯の点滅コードを解読する 

ことにより,故障個所を診断することができます。 

コード 対象部品 内 容

11 トルクセンサー ●コネクター接触不良 

12 ●ハーネス断線またはリーク 

13 

21 車速センサー • コネクター接触不良 

24 ●ハーネス断線またはリーク 

22 点火信号 ●コネクター接触不良 

●ハーネス断線,リーク 

23 バッテリー ●バッテリー電圧低下 

リレー ●リレー接点不良 

41 モーター ●コネクター接触不良 

42 ●ハーネス断線またはリーク 

43 ·パワーMOSトランジスターの点検 

44 

45 

46 

47 

52 コントロール ·フェイルセーフリレーの接触溶着 

53 ユニット ● 8V電源不良 

54 (ECU) ●トルクセンサー微分回路異常 

55 ●制御目標回路部異常 

56 ●モーターリレーの接点溶着 

57 ・昇圧回路異常

58 

61 ● ROM異常 

全灯 ●発振回路不良,●マイコン不良 
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ステアリング ー 整備作業準備品 
■整備作業準備品 

926230000 ギヤボックススパナ バックラッシュ調整ST 
927590000 レンチ ブーツ固定ワイヤー締付け

一 スナップリングプライヤー
工 具 スナップリング取付け,取外し 

ステアリングプーラー- ステアリングホイール取外し

ばね秤
計 器 

一

センターレバー操作力の測定
- ダイヤルゲージ ギヤボックスのピニオン軸方向すき間の測定

マニュアルステアリングのギヤボックス
協同油脂 ワンルーバーSG#5073 

(パワーステアリングのギヤボックスは非分解) 
油脂 昭  石 サンライト2号 

その他
--- 各摺動部

出 光 オートレックスA 

ラック,ピニオンのアジャストスクリューおよびラックス - スリーボンド#1102 
- トッパー

一
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ステアリング ー 構成部品 

■ 構成部品 

(1)ステアリングホイール&コラム 

N-m 〔kg-m〕 T 

T 23.5±3〔2.4±0.3〕 

ステアリングシャフト

@ 
刀

T 17±4 〔1.7±0.4〕 

33 

24.5±5〔2.5±0.5〕 
A 

2±0.5 (0.2±0.05) T 

フロアカバー

1.2±0.2〔0.12±0.02〕 

ロアカバー

ステアリング 60 
ホイール

144±5〔4.4±0.5〕 

パット

TC0141P 
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ステアリングー構成部品

(2)ステアリングタイロッド 

T N.m 〔kg·m〕 

24.5~30〔2.45~3.0〕 キャップ- T 

ダストシール 24.5~30 3 

7 センターレバーピン〔2.45~3.0〕 

3) 
センターレバー

ダストシール
10 

ブッシュ

10 

11 0 キャップ
タイロット

〒 113±10 〔11.5±1.0〕 

タイロット 24.5~30 
1 T 〔2.45~3.0〕 

- 

㉚ 

ダスト√ 

10 シール

ドラッグリンク

TC0142P 
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ステアリング ー 構成部品 

(3)ギヤボックス 

1.マニュアルステアリング 

]N-m〔kg·m〕 T 

ブーツカバー60 

ブーツ(アウター) 
0 

クランプ

ピニオン 8 

ブーツ(インナー) 

ブーツクリップ
ラック

スクレーパー
Oリング 

0 一

スプリング

ホース
1 スリープ

存

ギヤボックス 52±10 
クランプ ヨーク

アジャスティング 〔5.3±1.0〕 
ロックナット 60±10〔6±1〕 スクリュー 不

TC0143P 

2.電動パワーステアリング 

T N.m (kg:m) 
13±3 

T 〔1.3±0.3〕 

ブーツ(インナー) 

ブーツクリップ

ブーツカバー11 
スクレーパー

G 

ECU 
ホース

ノイズサプレッサー ヨーク

クランプ

52±10 
ガードバー ドラッグ 〔5.3±1.0〕 

リンク

13±3 
〔1.3±0.3〕 

母

ガードカバー 60±10 
T 〔6±1〕 

13±3 59±10〔5.9±1.0〕 T 
1 〔1.3±0.3〕 13±3 

〔1.3±0.3〕 TC0144P 
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ステアリングー整備要領
■整備要領 

2.ギヤボックスバックラッシュ調整 
(1)車上点検 

(マニュアルステアリング) 
1.ステアリングホイールの遊び.がた 1)ステアリングホイールを直進状態にする。 
1)ステアリングホイールを直進状態にする。 2)車両をリフトアップし,アンダーカバーを外す。 
2)ステアリングホイールを左右にまわす。 3)アジャストスクリューを1~5N·m〔0.1~0.5kg·m] 
3)ステアリングホイールに手応えがあるまでの寸法 のトルクで締め込み,ゆるめる。これを5~6回 

を測定する。
繰り返す。(スリーブをなじませるため) 

4)ロックナットを外す。 
基準値 0~25mm 

5)アジャストスクリューを外し,ねじ部を清掃する。 

6)アジャストスクリューのねじ部に液体ガスケット 
0~25mm を塗布した後,もう一度締め込む。 

7)アジャスティングスクリューをいっぱいにねじ込 

み(スリーブがラックに接するまで),その位置 

から20°戻す。(マニュアル,パワステ共) 

8)ロックナットを締め付け,ロックする。 
T 30~49N.m〔3.0~5.0kg·m〕 } 

注意
TC0145P ●ロックナット締め付け時,アジャスティングスクリ 

ューが回転しないようスパナ等で固定する。
4)ステアリングホイールを軸方向および軸と直角方 ·スリーブに液体ガスケットが流れこまないように注 

向に動かし,ガタを点検する。 意する。

ステアリング 8)ステアリングホイールを左右の最大転舵まで2~3 
ホイールの 回回転させ,引っかかり等がないか点検する。 
がた点検

TC0146P 魚0
.0

 ロックナット アジャストスクリュー

6 
TC0147P 

〔注記〕

パワーステアリングは上記を参考にして行って下

さい。
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ステアリングー整備要領

(2)ステアリングコラム 4.ステアリングホイール取付けナットを外す。 

電動パワステ付車の作業手順を記載した。マニ T 44±5N.m〔4.4±0.5kg·m〕 

ュアルステアリングは,本章を参考に実施して 

下さい。

<取外し> 

1.バッテリーの一端子を外す。 

注意

エアバッグ保護のため,20秒以上経過してから次 ⑩ 

の作業を行うこと。
TC0150P 

2.トルクスレンチ(T30)を使用してボルト(左右 

各1本)を外し,ステアリングホイールのパット 5.市販工具ステアリングプーラーを使用して,ステ 

を取り外す。 アリングホイールをシャフトから取り外す。

注意
{ 

外す前にステアリングホイールとシャフトに合わせ

ç 
0 

マークを付けておく。

TC0148P 

3.ステアリングホイールからエアバッグ用とホーン 

用のコネクターを分離する。

TC0151P 

注意

ステアリングホイールパッドは必ず平坦な安定した場 6. ビスを外し,コラムカバーを取り外す。 

所に置き保管する。パッド面を上にして置き,絶対に T 1.2±0.2N.m〔0.12±0.02kg.m〕 

物を上に置かないこと。(エアバッグ保護のため) 

a 
○ C 

2 
ロ

0 

TC0152P 

TC0149P 
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ステアリングー整備要領

7.フットダクトを取り外す。 
12. ビス(2本)を外し,ステアリングコラムASSYか 

らコンビネーションスイッチASSYを取り外す。 

TC0153P 

TC0155P 
8.コンビネーションスイッチまわりのハーネスコネ 

クターを分離する。 <点検> 

9.キーインターロックのハーネスコネクターを分離 下記項目に付いて点検し,異常のあるものは交換する。 
する。(AT車) 

1.ステアリングシャフトの曲がり,損傷。 
-3/ 

10.取付けボルト(4本)を外し,ステアリングコラ 2.ベアリングの異音,回転不良。 
ムASSYを車体側から分離する。 3.等速ジョイント(ダブルカルダンジョイント)部 

T 24.5±5N.m〔2.5±0.5kg.m〕 の損傷,がた,回転不良。 

<取付け> 

取付けは取外しの逆手順で行う。
00 

注意
2 

●コラム~ジョイント間の角度を無理な力で拡げた 

り,縮めたりしないこと。 

●落下させたものは再使用しないこと。 

TC0154P 

11. ステアリングコラムベローズ下部のボルトを外し, 

ステアリングコラムASSYを取り外す。 員費

T 23.5±3N.m〔2.4±0.3kg.m〕 

注意

コラムベローズ側とギヤボックス側のトルクロット

に合いマークを付けておく。

ベローズ

6 TC0156P 
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ステアリング ー 整備要領 

(3)ステアリングギヤボックス 5.運転席前部の電動パワステ用モーター等のハーネ 

<取外し> スコネクターを分離する。

1.車両をリフトにセットし,バッテリーの一端子 6.車両をリフトアップし,アンダーカバーを取り外す。 

を外す。

2.ビスを外し,コラムカバーを取り外す。 

T 1.2±0.2N.m〔0.12±0.02kg.m〕 

B 

O 2 
TC0114P 

○ 

TC0152P 

3.ステアリングコラムベローズ下部のトルクロッド 

との結合ボルトを外す。 0 

T 23.5±3N.m〔2.4±0.3kg.m〕 

TC0158P 

7. ガードカバーを外す。

T 13±3N·m〔1.3±0.3kg·m〕 

ベローズ

TC0156P 

4.マットをはがしビス(3本)を外し,フロアカバー 

を取り外す。

T 2±0.5N.m〔0.2±0.05kg.m〕 

ガードカバー

TC0159P 

8. . ブーツカバーを外す。 

ブーツカバー

フロアカバー

TC0157P 

TC0160P 
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ステアリングー整備要領
9.ギヤボックスからゴムホースを外す。 

12. ナットを外し,ギヤボックスからトルクロッドを 
取り外す。

T 17±4N·m〔1.7±0.4kg·m〕 

ゴムホース

B 

TC0161P 

10.ギヤボックスヨークとドラッグリンクの結合ボル TC0164P Ed 
トを外す。

T 59±10N·m〔5.9±1.0kg·m〕 <分解> 

電動パワーステアリングのギヤボックスASSYは分解 mm 

禁止。(但し,ブーツ,ラバーカップリング,ヨーク, 
スクレーパー等の交換は除く) 

区  分 No. 部  位 

① ラバーカップリング

② ブーツ
分解,組立て UCT 

③ ヨーク
交換可

④ スクレーパー
TC0162P 

⑤ バックラッシュ調整

●モーター, 11.取付けボルト(3本)を外し,ギヤボックスを車 
体から取り外す。 • ギヤボックス内部, 

分解,組立て 
T 60±10N·m〔6.0±1.0kg·m〕 ⑥ ●ギヤボックス下面のアジ 

交換不可
ャストプラグの調整

注意
●ハーネスコネクター等 

• ハーネスも一緒に付いてくるので,損傷させないよ 一

う注意する。

• ブーツを握らないこと。 ① 

⑥ 

② 

③ 
⑥ 

⑥ ⑤ 

④ TC0184P 

TC0163P 
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ステアリング ー 整備要領 

「マニュアルステアリング用のギヤボックス」の分解, 5.ギヤボックスからスナップリングを外す。 

組立てを以下に記載した。

1.ギヤボックスのヨークを万力等に固定,ナットを 

外し,ヨーク,スクレーパーを取り外す。 

注意

万力にウエス等を介してギヤボックスを固定する。

TC0168P 

6.ピニオンASSYをギヤボックスから引き抜く。 

7.ラック端部のストッパーを外す。 

8.ラックからOリングを外す。 

{ 

TC0165P 

2.ギヤボックスからクリップ,ワイヤー(からげ線) ○リング 

を外し,インナー側およびアウター側のブーツを 

取り外す。

3.特殊工具・ギヤボックススパナを使用して,バッ 

クラッシュ調整部のロックナットを外してからア
0 

ジャスティングスクリューを外し,スプリングと TC0169P 

スリーブを取り外す。

ST 926230000 ギヤボックススパナ 9.ギヤボックスからラックを引き抜く。 

ST)ギヤボックススパナ 

ラック

TC0167P TC0166P 

4.ギヤボックスからピニオンASSYのオイルシール 

を外す。

注意

●オイルシールは次の作業に支障ないようビニールテー 

プ等でピニオンに付けておく。

●オイルシールは,再使用禁止。 
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ステアリング ー 整備要領 
10.ピニオンASSYのギヤ側スナップリングを外す。 <点検> 

1.部品を洗浄した後に,以下の項目について点検し、 

異常のあるものは交換する。

スナップリング 1)ラバーカップリングの摩耗,亀裂。 

2)ピニオンギヤ歯面の圧痕,偏摩耗,割れ等。 

3)ボールベアリングのがた,回転不具合。 

4)スナップリングの変形。 

5)ラックギヤの歯面の圧痕,偏摩耗,割れ等。 

6)ギヤボックスの亀裂。 

7)ブッシュの摩耗,損傷。 
TC0170P 8)ブーツの亀裂,損傷,劣化。 

9)スリーブの損傷,変形。 
11. プレスを使用して,ピニオンASSYからボールベ 10)ストッパーの変形,亀裂。 

アリングを外す。

注意
注意

● ピニオンまたはラックを交換する場合はASSYで交 一

荷重はベアリングのインナーレースで受けること。 換する。

•ブッシュを交換する場合は,ギヤボックスごと交換 

する。

ピニオン プレス 2.オイルシールは,新品と交換する。 

受台

TC0171P 

12.ピニオンASSYからスナップリング.オイルシー 

ルを外す。

- 
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ステアリング ー 整備要領 

<組立て> 

1.オイルシールとスナップリングをピニオンに組み ピニオン
オイルシール

付ける。

注意

オイルシールは,新品を使用し,グリースを塗布し アジャスティング

スクリューておく。

2.プレスを使用して,ボールベアリングをピニオン 

に圧入する。

注意 ベアリング

圧入面には,オイルを塗布しておく。 

3.ピニオンASSYにギヤ側のスナップリングを組み 

付ける。
ロックナット

スプリング
- 

ラック
スリーブ

スナップリング TC0172P 

5.ラックをギヤボックスユニットに組み付ける。 

6.直進状態の合わせマークに注意しながら,ピニオ 

ンASSYをギヤボックスに組み付ける。 

TC0170P 注意

直進状態におけるピニオンフランジの位置がスリー

4.下記部品または部分にグリースを塗布する。 ブ穴中心線より右回り方向に60.5°土5°になる様に 

する。
協同油脂ワンルーバー

使用グリース
SG#5073 

60.5°±5° 
1)ギヤボックスユニット内のブッシュおよびピニオ 

ンASSY先端の挿入部。 

2)ラックの摺動部および歯底部。 

3)ピニオンの歯底部,ベアリング。 

4)スリーブのラックおよびギヤボックスとの接触面。 

TC0173P 
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ステアリング ー 整備要領 

7.オイルシール側のスナップリングをギヤボックス 3)特殊工具·ギヤボックススパナでロックナットを 
に組み付ける。

締め付ける。

T 30~49N·m〔3.0~5.0kg.m〕 

ST 926230000 ギヤボックススパナ 

注意

ロックナット締め付け時,アジャスティングスクリ 

ューが回転しないようスパナ等で固定する。

12. ラックにOリングを組み付ける。 
TC0168P 

8.オイルシールをギヤボックスに組み付ける。 

注意
Oリング 

オイルシール端面とギヤボックス側の端面が同一面

になること。

9.ダイヤルゲージを使用して,ピニオン軸方向のす 

き間(がた量)を測定する。 TC0169P 

すき間限度 0.3mm 
13.ストッパーを組み付ける。 

14.ギヤボックスにブーツを組み付ける。(2か所) 

15.ブーツ大端部にワイヤー(からげ線)を組み付け. 

特殊工具·レンチのフックにワイヤーの端部を引 

っかけて,上方に引っ張りながら(約4kg),よ 

って結び,ブーツにそって折り曲げる。 
Kg 

ST) 927590000 レンチ 

注意
3833 ワイヤーに緩みがないこと。

TC0174P 

16. ヨークとスクレーパーをラックに組み付け,セル 
10.ギヤボックスにスリーブ,スプリングを組み付け フロックナットで締め付ける。

後.アジャスティングスクリューのねじ部に液体 T 52±10N.m〔5.3±1.0kg.m〕 
ガスケットを塗布して締め込み,バックラッシュ 

を調整する。 注意

液体ガスケット • ヨークの長穴をラックの二面巾に合わせる。 スリーボンド#1102 

● セルフロックナットは,新品を使用する。 
11.バックラッシュ調整要領 

1)アジャスティングスクリューをいっぱいに締め込 17.ピニオンを回転させ,作動トルクを点検する。 
む。(スリーブがラックに接するまで) 

作 動 点 作動トルク
2)前項1)の状態からアジャスティングスクリュー 

直進付近を20°戻す。 
1.0N-m(0.1kg·m)以下 

(ラック中央より±60°) 

全作動範囲中の
1.5N.m(0.15kg·m)以下 

最大トルク
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ステアリング ー 整備要領 

<取付け> 

車両への取付けは,取外しの逆手順で行う。 

注意

●ゴムホース(エアベント)は,フレームと干渉しな 

いこと。

●左右転舵時,ブーツにへこみやふくらみが発生しな 

いことを確認する。

• ヨークとドラッグリング結合時は,直進状態にして 

ナットを締め付けること。また,ナットは新品を使 

用する。

●ブーツを握らないこと。 

·フロントホイールアライメント(フロントトーイン, 

サイドスリップ)を点検,調整すること。 

点検,調整方法については,4-1 サスペンシ) 
ョンの車上点検の項を参照して下さい。

~ 
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ステアリング ー 整備要領 
(4)センターレバー,ドラッグリンク 2)プーラーを使用して,センターレバーからタイロ 
<取外し> 

ッドエンドを外す。
1.車両をリフトアップする。 

2.アンダーカバーを外す。 

作業手順は,前項(ギヤボックス)を参照して プーラー

下さい。

3.ステアリングギヤボックスからブーツカバーを外す。 

ブーツカバー

TC0176P 

6.クロスメンバー中央部のコッターピンを外し,セ 

ンターレバーとフロントクロスメンバーとの結合

部ナットをゆるめておく。3 

TC0160P T 113±10N·m〔11.5±1.0kg·m〕 

4.ギヤボックス側のヨークとドラッグリンクの結合 注意
ボルトを外し,分離する。 コッターピンは再使用禁止。

T 59±10N·m〔5.9±1.0kg·m〕 

7.フロントクロスメンバーを取り外す。 

作業手順については,「4-1 サスペンショ 

ン」の項を参照して下さい。

8.ナットを外し,フロントクロスメンバーからセン 

ターレバーを取り外す。

0 5 A 

TC0162P D (C) 

rist 

5.センターレバーとタイロッドの分離 
C センター

レバー
1)コッターピンを外してからキャッスルナットを取 (C) 

り外す。(2か所) 

T 24.5~30N·m〔2.45~3.0kg·m〕 TC0178P 

注意 9.コッターピン,ナットを外し,プーラーを使用して 
コッターピンは再使用禁止。 センターレバーからドラッグリンクを取り外す。

24.5~30N·m〔2.45~3.0kg·m〕 T 

注意
キャッスルナット

コッターピンは再使用禁止。

タイロット
10 

タイロット TC0175P 
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